
は
じ
め
の
こ
と
ば

高
田
愛
宕
神
社
の
春
祭
は
宝
暦
年
間
、
室
原
熊
野
神
社
の
秋
祭
は
文
化
年
間
か
ら
夫
々
や
ま
が
出

さ
れ
、
近
在
か
ら
多
く
の
人
が
参
集
し
て
賑
や
か
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
夫
々
の
や
ま
は
、
ず
っ
と
昔
か
ら
我
々
の
先
輩
達
が
、
高
い
文
化
と
芸
能
性
を
も
っ
て
、
建

造
し
維
持
し
た
も
の
で
、
多
く
の
経
費
と
労
力
が
か
か
り
、
又
度
々
町
内
の
火
災
に
類
焼
し
た
に

も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
こ
の
長
い
年
月
を
維
持
管
理
し
て
来
ら
れ
た
地
元
保
存
会
の
皆
様
方
の
ご
労
苦

は
並
た
い
て
い
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
。
私
達
は
、
こ
の
先
輩
達
の
努
力
と
労
苦

に
感
謝
し
、
受
け
継
い
だ
、
再
び
入
手
の
出
来
な
い
貴
重
な
文
化
財
、
や
ま
を
大
切
に
保
存
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
度
、
幸
い
に
県
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
の
を
契

機
に
一
層
維
持
・
管
理
に
意
を
用
い
地
元
保
存
会
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
冊
子
は
、
各
や
ま
の
由
緒
と
祭
の
様
子
を
簡
単
に
わ
か
り
や
す
く
書
い
た
も
の
で
、
よ

り
深
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
手
引
書
と
し
て
皆
様
に
広
く
利
用
さ
れ
、
文
化
財
の
保
護
、

活
用
に
い
さ
さ
か
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
こ
の
書
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
両

保
存
会
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
三
月

養
老
町
教
育
委
員
会
教
育
長

三

輪

良

三

１
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養
老
町
高
田
の
春
祭

氏神愛宕神社（高田西町の本通り沿いに在）祭神　火産霊神

養
老
町
高
田
に
鎮
座
す
る
愛
宕
神
社

祭
神

火
産
霊
神

の
春
祭
は
毎
年
五
月

十
九
日
に
行
わ
れ
る
。
各
町
内
で
は
五
月
に
入
れ
ば
、
夫
々
祭
の
委
員

や
奉
行
等
が
選
ば
れ
、
町
を
挙
げ
て
の
盛
大
な
祭
と
な
る
。

当
日
は
、
西
町
の
猩
々
や
ま
、
東
町
の
林
和
靖
や
ま
、
下
河
原
町
の
神

楽
や
ま
、
常
盤
町
の
芸
や
ま

昭
和
四
九
年
か
ら

出
さ
な
く
な
っ
た

の
四
輛
が
曳
か
れ
、
優
雅
で
快

適
な
横
笛
、
太
鼓
の
囃
、
謡
と
揃
い
の
法
被
・
ゆ
か
た
姿
の
や
ま
曳
の
掛

声
、
拍
子
木
の
音
も
勇
ま
し
く
、
重
い
や
ま
が
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
と
軋
り
つ
つ
静

か
に
進
み
、
処
々
で
留
っ
て
、
夫
々
の
舞
や
芸
を
演
じ
て
行
く
様
は
、

得
も
い
わ
れ
ぬ
、
あ
で
や
か
で
壮
厳
で
も
あ
る
。

や
ま
の
由
緒
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
一
つ
一
つ
説
明
を
加
え
る
が
、

そ
れ
が
終
る
と
、
こ
の
祭
の
叙
文
の
続
き
と
も
な
る
祭
と
や
ま
の
光
景
を

具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
こ
の
や
ま
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
五
年
九
月
一
日
に
新

し
い
組
織
の
高
田
曳
や
ま
保
存
会
を
設
立
し
た
。

３



４

西
町
や
ま

（

猩

々

や

ま

）

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
年
）
に
出
来
た
と
伝
え
ら
れ
る
高
田
西
町
や
ま

は
寛
政
六
年
間
十
一
月
の
高
田
町
の
大
火
に
か
ゝ
っ
て
焼
失
し
た
。
現

在
の
西
町
や
ま
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
年
）
に
再
建
を
始
め
、
天
保
三
年

西町やま（猩々やま）
正面左右の角の彫り物は、立川専四郎兄弟の手である。
二階の人形は賽振 （本文　５頁に記す）

所
在
地
　
押
越
字
町
南
八
一
三
―
九
・
八
一
〇
―
二

所
有
者
　
高
田
西
町

高
さ
六
・
五
ｍ
　
間
口
二
・
九
八
ｍ
　
奥
行
六
・
〇
〇
ｍ

（
一
八
三
二
年
）
に
至
る
十
年
の
歳
月
を
費
し
て
一
応
出
来
上
っ
た
も
の

で
あ
る
（
や
ま
の
漆
塗
り
ま
で
）
そ
の
後
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
年
）
か
ら

安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）
ま
で
十
三
年
か
ゝ
つ
て
、
彫
物
一
式
、
更
に

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
年
）
か
ら
明
治
二
年

（
一
八
六
九
年
）
ま
で
に
下
勾
欄
の
青
貝
塗
、

上
勾
欄
の
金
具
一
式
、
明
治
十
一
年
（
一
八

七
八
年
）
に
日
覆
裏
の
修
復
、
昭
和
五
年
（
一

九
三
〇
年
）
　
に
日
覆
破
風
の
金
物
が
出
来
る

と
言
う
よ
う
に
、
長
い
年
月
を
か
け
て
住
民

が
努
力
を
つ
づ
け
、
や
ま
全
体
の
形
態
・
用
材
・

塗
装
・
金
物
・
幕
・
簾
な
ど
美
し
く
、
特
に

彫
物
は
、
信
州
諏
訪
の
立
川
和
四
郎
兄
弟
と
高

田
の
彫
師
忠
兵
衛
の
優
れ
た
作
品
を
篏
め
こ

ん
で
現
在
の
美
観
と
偉
容
を
備
え
る
に
至
っ

た
。



「猩猩」および「仙人」の彫物（説明１５頁にあり）

こ
の
や
ま
の
猩
々
人
形
は
、
京
都
で
拵
え
、
謡
曲
猩
々
に
合
せ
て
の
踊

ら
せ
方
お
囃
等
は
、
大
垣
岐
阜
町
の
宮
崎
富
次
郎
を
聘
し
て
学
ん
だ
と

い
う
。

西
町
や
ま
の
彫
刻
昭
和
三
十
一
・
二
・
十
四
木
彫
三
九
面

岐
阜
県
重
要
文
化
財
指
定

壮
巌
華
麗
の
美
を
誇
る
彫
刻
は
、
信
州
諏
訪
の
住
人
三
代
目
立
川
和

四
郎
四
代
目
専
四
郎
（
和
四
郎
の
弟
）
及
び
郷
土
の
生
ん
だ
彫
師
忠
兵
衛

（
通
称
彫
忠
と
も
云
う
）
で
あ
る
。
和
四
郎
専
四
郎
は
共
に
近
世
わ
が
彫

刻
界
の
巨
匠
で
、
い
わ
ゆ
る
立
川
流
の
正
統
を
継
い
だ
人
で
あ
る
。
彫

刻
は
す
べ
て
棒
の
一
枚
彫
、
精
緻
を
極
め
繊
細
し
か
も
重
厚
で
あ
る
。

兄
和
四
郎
（
富
重
）
　
弟
専
四
郎
（
富
種
）
の
作
品
　
三
九
面

松
鷲

乱
獅
子

二
面

四
面

水
遊
諸
鳥

花
鳥

換
狭
問
（
試
楽
及
夜
や
ま
用
）

獅
子

一
面

十

二

支

彫
忠
の
作
品

龍

一
六
面

二
面

四
面

六
面

四
面

５



６

和四郎および専四郎の印影「山車彫物積書」　中村準一氏蔵

松鷲狭間入の箱書「覚」中村準一氏蔵

「松鷲」および「花鳥」の彫物（説明１６頁にあり）



東
町
や
ま

（
か
ら
く
り
林
和
靖
や
ま
）

東
町
や
ま
は
、
高
田
町
東
西
の
本
通
り
の
ほ
ぼ
中
央
中
町
か
ら
東
町
の

住
民
に
所
属
す
る
や
ま
で
あ
る
。
こ
の
や
ま
の
始
ま
り
は
、
宝
暦
十
二
年
に
愛

宕
神
社
祭
典
を
盛
大
に
す
る
た
め
、
東
町
に
御
旅
所
を
建
立
し
て
か
ら

で
あ
る
。
下
河
原
の
神
楽
連
中
の
永
代
記
録
帳
に
よ
れ
ば
、

東町やま（からくり林和靖やま）
正面は林和靖で鶴が菜を食えて与えようとしている
ところ。

所
在
地
　
高
田
四
二
二
番
地
の
一

所
有
者
　
高
田
東
や
ま
組
（
東
町
・
中
町
）

高
さ
六
・
五
ｍ
　
間
口
二
・
九
八
ｍ
　
奥
行
四
・
二
ｍ

二
五
暦
十
二
西
町
東
町
之
山
形
拵
相
始
メ
本
山
ニ

相
成
り
候
ハ
安
永
次
代
二
御
座
候

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
年
）
に
山
形
を
拵
え
、

十
年
程
後
の
安
永
年
間
に
な
っ
て
東
町
の
や
ま
が
整
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。そ

の
後
、
長
い
間
に
は
町
内
の
火
災
も
度

度
あ
っ
て
焼
け
て
い
る
が
、
記
録
も
残
っ
て

い
な
い
の
で
、
は
っ
き
り
し
た
事
は
わ
か
ら

な
い
。
現
在
の
や
ま
は
名
古
屋
市
伝
馬
町
の
や
ま

を
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
う
。

本
や
ま
の
か
ら
く
り
は
、
中
国
の
林
和
靖
と

い
う
仙
人
が
読
書
し
て
い
る
所
へ
、
鶴
が
一

羽
飛
ん
で
来
て
菜
の
葉
を
啄
ん
で
林
和
靖
に

食
べ
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
そ
の
菜
の
葉
を
啄

ん
だ
鶴
を
追
い
払
お
う
と
す
る
子
供
の
動

作
が
巧
み
に
操
ら
れ
て
い
る
。
特
に
そ
の
鶴

の
羽
ば
た
き
を
さ
せ
る
か
ら
く
り
は
極
め
て

精
巧
に
出
来
て
い
る
。

７



８

下
河
原
町
や
ま（神
楽
獅
子
や
ま
）

下
河
原
の
や
ま
の
始
め
は
、
宝
暦
九
年
六
月
二
十
四
日
愛
宕
様
の
祭
礼

に
若
衆
が
獅
子
に
わ
か
を
奉
納
し
た
こ
と
が
切
掛
け
と
な
っ
て
、
同
十
二

年
（
一
七
六
二
年
）
獅
子
や
ま
を
求
め
、
そ
れ
か
ら
毎
年
、
愛
宕
様
を
迎
え

下河原やま（神楽獅子やま）

所
在
地
　
高
田
三
八
九
番
地

所
有
者
　
下
川
原
区

高
さ
六
二
五
ｍ
　
間
口
二
・
九
六
ｍ
　
奥
行
三
・
五
六
ｍ

祭
礼
を
行
い
獅
子
や
ま
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
下
河
原
の
神
楽

連
中
の
「
永
代
記
録
」
に
載
っ
て
い
る
。
こ
の
宝
暦
十
二
年
に
は
、
愛
宕

様
の
祭
典
を
盛
ん
に
す
る
た
め
、
御
旅
所
を
東
町
に
建
立
し
た
。
そ
し

て
、
又
右
永
代
記
録
に
よ
る
と
同
年
に
　
「
西

町
、
東
町
も
山
形
拵
相
始
め
」
と
あ
る
の
で
、

こ
の
年
か
ら
が
高
田
三
や
ま
の
始
ま
り
と
考
え

て
よ
い
と
思
う
。

寛
政
六
年
の
高
田
の
大
火
に
よ
っ
て
、
下

河
原
の
や
ま
も
焼
失
し
、
そ
の
後
は
、
永
代
記

録
帳
に
よ
る
と
、

天
保
元
年
寅
六
月

獅
子
や
ま
長
良
北
町
二
而
買
求
メ
以

上
〆
代
金
九
両
壱
分
一
朱

と
あ
る
の
で
天
保
元
年
に
整
っ
た
よ
う
で
あ



る
。
又
同
記
録
帳
に
、
天
保
五
年
に
猩
々
緋
幕
を
大
垣
俵
町
に
て
二
十

三
両
で
買
求
め
た
と
あ
り
、
更
に
同
記
録
に
弘
化
三
年
八
月
に
や
ま
蔵
を

買
求
め
た
と
あ
り
、
以
上
が
下
河
原
獅
々
や
ま
の
歴
史
の
概
要
で
あ
る
。

永代記録は安政２年以前を写し、以後はその
都度記入したもので裏に「神楽連中」とあり。

９



１０

附

常

盤

町

や

ま
（
歌
舞
伎
や
ま
）

昭
和
四
十
九
年
か
ら
祭
典
に
や
ま
を
出
さ
な
く
な
っ
た
が
、
初
め
の
頃

は
長
浜
か
ら
歌
舞
伎
の
師
匠
を
招
い
て
指
導
を
受
け
、
子
供
歌
舞
伎
を

演
じ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
県
指
定
は
受
け
な
か
っ
た
の
で
省
略
す
る
。

愛宕神社の御旅所

宝暦１２年に建立した、この時がやまの出来初め。

御旅所で下河原の連中が獅子舞をしている。



高
田
祭
と
曳
や
ま

愛宕神社の式を終って御旅所へ御神体が遷つされた
ところ。午前１１時から式、それが終ってから移動し

やまは夫々隨行する。

祭
儀
は
早
朝
神
社
前
で
奉
納
せ
ら
れ
る
下
河
原
町
の
獅
子
舞
か
ら
始

ま
り
午
前
十
一
時
か
ら
多
く
の
神
職
の
方
々
に
て
例
祭
の
祝
詞
奉
上
、

舞
姫
の
清
楚
な
姿
も
神
々
し
く
振
る
鈴
の
音
に
気
も
澄
む
「
浦
安
の
舞
」

が
あ
り
、
つ
づ
い
て
神
幸
の
儀
が
行
な
わ
れ
各
町
内
の
委
員
氏
子
總
代

等
が
威
儀
を
正
し
て
警
固
の
行
列
を
し
く
み
東
町
の
神
幸
神
社
　
（
御
旅

所
）
　
へ
御
形
代
（
御
神
体
）
が
遷
ら
れ
る
。
三
輛
の
や
ま
は
こ
れ
に
隨
行
す

る
。
こ
の
高
田
祭
を
境
と
し
て
農
繁
期
に
入
る
の
で
こ
の
日
の
人
出
は

数
万
と
も
云
わ
れ
祭
の
賑
い
一
色
で
町
中
が
滿
さ
れ
る
。
夜
に
な
っ
て

九
時
に
は
〝
還
幸
の
儀
″
が
行
わ
れ
同
じ
く
三
輪
の
や
ま
が
や
ま
一
パ
イ
に
提

灯
や
雪
洞
に
灯
を
点
じ
て
随
行
し
・
十
一
時
頃
に
御
形
代
は
再
び
本
宮

に
鎮
ま
ら
れ
る
。

そ
の
後
各
や
ま
は
古
式
を
崩
さ
ず
厳
粛
に
曳
別
れ
の
儀
式
（
本
年
も
仲

む
つ
ま
じ
く
）
　
と
云
う
意
味
の
挨
拶
が
各
や
ま
の
祭
事
委
員
長
常
設
委
員

長
奉
行
等
に
よ
っ
て
、
と
り
行
な
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
各
町
内
へ
と
引
上

１１



夜になって９時頃から還幸の儀が始まり、それが終ると本社に向って出

発、やまは隨行するその光景である。

１２



げ
る
。古

式
を
崩
さ
ず
厳
粛
盛
大
に
行
わ
れ
る
年
に
一
度
の
例
祭
は
、
氏
子

が
神
に
帰
し
氏
子
の
心
が
神
に
統
一
せ
ら
れ
て
、
何
ん
の
無
理
も
な
く

最
も
自
然
に
、
社
会
的
に
、
秩
序
と
礼
儀
の
下
に
真
の
人
間
本
来
に
復

帰
す
る
敬
神
崇
祖
の
道
で
あ
る
。

以
上
祭
の
概
要
で
あ
る
が
、
高
田
の
町
通
り
は
狭
い
、
そ
の
中
を
、

三
輛
の
や
ま
が
上
り
下
り
し
て
、
祭
行
事
を
行
う
の
で
あ
る
。
狭
い
人
ご

み
の
町
の
中
で
三
輛
の
や
ま
が
ど
の
よ
う
に
も
自
由
に
方
向
変
換
が
出
来

な
け
れ
ば
や
ま
曳
き
は
出
来
な
い
。
そ
れ
で
、
高
田
の
三
輛
は
何
れ
も
、

土
台
の
部
分
（
や
ま
の
腰
の
部
分
）
に
当
る
と
こ
ろ
が
自
由
に
回
転
出
来
る

様
に
仕
組
ま
れ
て
、
構
造
上
特
殊
の
技
巧
が
施
し
て
あ
る
。
そ
れ
で
、

僅
か
八
名
の
人
で
、
容
易
に
方
向
変
換
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
の
方

向
変
換
の
技
巧
は
全
国
に
も
多
く
の
例
を
見
な
い
と
い
う
程
精
巧
な
も

の
で
あ
る
と
い
う
。

１３



１４

やまの名称

番
号

棒

頭

吹

流

し

幕

前

人
形

本

人
形

見

送

り

台

輪

て

こ

棒

房

後 本 前 前

水

引

前

水

引

（脇
水
引
）

勾

欄

（高

欄
）

袖

板

破

風

屋

形

名

称



仙
人
・
猩
猩
の
彫
物
の
い
わ
れ

（
五
頁
　
写
真
説
明
右
か
ら
）

蝦

蟇

仙

人

西
町
や
ま
の
試
楽
に
用
い
ら
れ
る
替
狭
間
で
、
先
の
花
鳥
の
位
置
に
取

付
く
、
前
や
ま
の
向
っ
て
右
側
は
大
き
な
蟇
を
仙
人
が
肩
車
し
た
様
を
彫

っ
た
も
の
で
、
中
国
仙
人
列
伝
の
「
蝦
暮
仙
人
」
を
示
す
。
名
は
劉
海
蟾
、

中
国
渤
海
の
人
と
い
う
。
背
後
の
植
物
は
一
見
「
ア
オ
キ
」
に
近
い
が
不

明
で
あ
る
。
伝
説
で
は
蓬
髪
裸
足
で
ザ
ク
ロ
の
実
を
手
に
し
、
竹
林
を

背
に
腰
か
け
て
肩
に
三
本
足
の
白
い
ガ
マ
を
負
う
蝦
蟇
を
使
っ
て
妖
術

を
行
っ
た
と
い
う
。

鉄

拐

仙

人

一
方
左
側
は
同
じ
く
隨
代
の
「
鉄
拐
仙
人
」
で
あ
る
。
姓
は
李
、
名
は

洪
水
で
、
あ
る
日
老
子
を
訪
う
た
が
、
留
守
に
弟
子
が
勝
手
に
鉄
拐
の

骸
を
火
葬
に
し
た
た
め
魂
が
帰
れ
ず
や
む
な
く
、
路
傍
の
乞
食
の
屍
に

の
り
移
っ
た
故
事
に
よ
る
も
の
で
、
跛
で
弊
衣
を
ま
と
い
、
小
人
を
吐

き
出
す
よ
う
に
描
く
の
は
魂
を
遊
離
す
る
意
味
、
自
分
の
姿
を
空
中
へ

吹
き
出
す
と
い
う
。

西
町
や
ま
の
見
送
り
（
う
し
ろ
の
垂
幕
）
に
鉄
拐
が
小
人
を
吐
き
出
す
よ
う

に
描
い
て
し
し
ゅ
う
が
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
誰
の
作
か
不
明
で
あ
る
が

高
価
な
も
の
で
あ
る
。

猩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猩

松
鷲
に
替
え
て
試
楽
に
使
う
。
猩
々
は
中
国
の
想
像
上
の
怪
獣
で
顔

は
人
に
似
て
人
語
を
解
し
、
声
は
小
児
の
如
し
、
毛
は
長
く
朱
紅
色
で
、

酒
を
好
む
と
い
う
。
一
方
酒
瓶
の
前
に
汲
柄
酌
を
肩
に
荷
い
で
酒
に
酔

っ
た
様
を
他
方
は
大
盃
に
満
々
と
注
が
れ
た
酒
を
両
手
に
受
け
、
い
か

に
も
美
味
そ
う
な
表
情
が
眼
や
口
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
背
景
の
植
物

は
南
方
「
ユ
ズ
リ
ハ
」
後
者
は
、
酒
を
つ
く
る
「
ク
ワ
」
、
両
下
部
は
ツ
タ

で
あ
ろ
う
。

１５



１６

桧
鷲
及
び
花
鳥
の
彫
物

（
六
頁
彫
物
写
真
の
説
明
）

松
鷲

前
や
ま
の
左
右
両
棲
に
設
け
ら
れ
る
。
収
納
箱
書
に
左
の
様
に
あ
っ
て
、

弘
化
四
丁
未
年
六
月
求
之
　
　
松
鷲
狭
間
入

信
州
下
諏
訪
住
彫
師
咊
四
郎
　
黍
鷲
狭
間
入

弘
化
四
年
に
仕
上
げ
て
い
る
。
使
用
材
は
堅
一
三
六
・
一
㎝
、
横
五
五
・

五
㎝
の
ケ
ヤ
キ
の
一
枚
板
で
二
〇
㎝
に
及
ぶ
厚
い
彫
り
で
あ
る
。
主
題

植
物
は
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
、
下
部
の
植
物
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
葉
、
ナ
ツ
ヅ
タ

等
で
は
な
い
か
、
一
方
鷲
は
鋭
い
眼
、
鋭
利
な
嘴
、
大
形
な
翼
な
ど
猛
鳥

の
様
を
示
し
て
い
る
。
恐
く
本
州
山
地
に
す
む
イ
ヌ
ワ
シ
と
比
定
で
き

る
。
雄
雌
一
対
を
靜
と
動
で
示
す
和
四
郎
の
非
凡
の
オ
能
で
あ
る
。

花
鳥

前
や
ま
の
正
面
左
右
の
最
も
目
立
つ
位
置
に
お
く
、
昼
間
の
曳
や
ま
に
松

鷲
と
一
緒
に
使
用
さ
れ
る
。
花
鳥
の
う
ち
花
は
ザ
ク
ロ
で
下
部
の
一
方

は
サ
サ
、
他
は
キ
ク
で
あ
る
。
特
に
は
ぜ
た
ザ
ク
ロ
は
花
実
一
粒
一
粒
、

又
葉
の
茂
り
や
枝
ぶ
り
な
ど
リ
ア
ル
に
彫
り
出
し
て
い
る
。
鳥
は
正
面

右
下
は
コ
バ
タ
ン
、
上
は
サ
ト
ウ
チ
ョ
ウ
、
左
側
は
テ
ン
ジ
ク
バ
タ
ン
。

写
真
に
の
せ
な
か
っ
た
彫
り
物

十

二

支

干
支
の
動
物
を
彫
り
、
本
や
ま
の
掛
輪
台
に
用
い
ら
れ
る
。
各
二
種
の

干
支
を
一
組
に
合
計
六
枚
仕
上
と
な
っ
て
い
る
。

乱

獅

子

前
や
ま
の
台
輪
正
面
及
び
そ
れ
に
続
く
側
面
に
取
付
け
ら
れ
る
も
の
で

十
二
支
と
同
規
模
の
作
品
で
あ
る
。
乱
獅
子
は
西
川
が
得
意
と
し
て
い
た
。

水
遊
諸
鳥

や
ま
の
腰
廻
り
部
分
の
四
方
に
は
め
込
ま
れ
、
前
後
左
右
各
四
面
計
一

六
面
に
及
ぶ
、
水
遊
諸
烏
と
い
う
が
石
亀
も
あ
る
。
オ
シ
ド
リ
、
カ
ワ

ラ
ヒ
ワ
等
が
低
い
位
置
で
あ
る
か
ら
浅
く
彫
ら
れ
て
い
る
。

以
上
立
川
和
四
郎
兄
弟
の
彫
物
の
概
説
で
あ
る
が
、
す
ば
ら
し
い
彫

物
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
西
町
や
ま
を
殆
ど
一
手
に
引
受

け
て
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
年
）
に
一
部
仕
上
り
嘉
永
年
間
ま
で
に
三

十
枚
の
や
ま
彫
物
が
完
成
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
作
品
が
一
カ

所
に
集
中
し
て
い
る
の
は
他
に
例
を
見
な
い
と
い
う
。
県
下
で
は
、
羽
島

市
竹
鼻
上
町
の
山
車
、
高
山
市
上
二
之
町
の
山
車
、
岐
阜
市
本
町
の
山
車

の
彫
物
は
彼
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

画
町
や
ま
の
彫
物
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
高
専

水
野
耕
嗣
・
寒
川
清
先
生
の
調
査
書
に
よ
る



室

原

の

部
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室
原
の
熊
野
神
社
の
祭
と
や
ま室原区約２００戸氏神熊野神社

室
原
の
熊
野
神
社
の
祭
は
現
在
、
十
月
五
日
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
祭
に
は
住
民
和
合
し
一
体
と
な
っ
て
、
井
畑
・
色
目
・
東
向
の
三

瀬
古
そ
れ
ぞ
れ
の
灯
明
　
（
伊
勢
神
宮
へ
の
常
夜
灯
）
広
場
か
ら
や
ま
を
曳

出
し
、
三
輛
の
や
ま
が
賑
や
か
に
神
前
に
飾
ら
れ
る
。

昔
か
ら
大
豊
作
の
年
に
は
、
祭
の
二
週
間
も
前
か
ら
長
浜
よ
り
師
匠

を
招
き
子
ど
も
歌
舞
伎
が
稽
古
さ
れ
て
盛
大
に
や
ま
芸
軸
で
歌
舞
伎
を
行
う
こ

と
を
室
原
で
は
軸
芸
と

稱
し
て

い
る

が
行
わ
れ
、
村
人
や
隣
村
の
人
、
親
戚
の
人
々
が
集
り
来
て
広

い
境
内
を
埋
め
尽
し
、
こ
の
地
方
の
農
村
に
は
例
を
見
な
い
程
賑
や
か

な
祭
と
な
る
。
こ
の
や
ま
は
約
二
〇
〇
年
前
か
ら
、
夫
々
長
い
間
の
先
輩

が
力
を
入
れ
改
善
し
維
持
し
た
歴
史
と
伝
統
が
こ
も
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
や
ま
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
県
文
化
財
指
定
に
つ
い
て
の

要
請
に
よ
っ
て
、
昭
和
五
十
五
年
九
月
一
日
に
室
原
曳
や
ま
保
存
会
が
設

立
さ
れ
た
。

１９



色
目
や
ま

（
臥
龍
閣
）

色
目
の
や
ま
は
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
年
）
の
「
御
祭
礼
山
奉
加
諸
色
帳
」

が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
由
緒
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
年
）
に
御
堤
普
請
後
、
こ
の
堤
を
お
上
か
ら
借

２０

所
在
地
　
室
原
五
八
五
番
地

所
有
者
　
室
原
色
目
瀬
古

高
さ
六
・
〇
ｍ
　
間
口
三
・
八
ｍ
　
奥
行
六
・
五
ｍ

り
受
け
て
豆
を
植
付
、
金
参
両
の
金
を
儲
け
壱
両
宛
三
瀬
古

室
原
は
井

畑
・
色
目
・

東
向
の
三
瀬
古
に
分
か
れ
や
ま
を
所

有
し
て
い
る

に
分
け
そ
の
金
を
頼
母
子
講
に
し
て
増
や
し
、

更
に
寄
附
金
を
集
め
た
り
し
て
、
同
五
年
六
月
十
四
日
に
色
目
総
瀬
古

寄
合
相
談
し
、
や
ま
を
求
め
る
こ
と
に
意
見
が

ま
と
ま
っ
た
。

役
員
は
早
速
同
十
五
日
に
垂
井
宿
の
儀
右

衛
門
殿
の
世
話
で
や
ま
を
買
い
求
め
た
。
同
年

七
月
に
は
再
度
家
並
に
貳
朱
づ
つ
の
寄
附
金

を
集
め
、
同
年
八
月
ま
で
に
金
拾
四
両
貳
分

貳
朱
の
大
金
を
支
払
っ
て
い
る
。
又
こ
の
外

に
同
宿
の
東
町
で
古
幕
を
金
四
両
貳
分
に
て

臥龍閣（色目やま）
昭和３０．１０　子供歌舞伎

義経千本櫻川連法眼舘の段

買
求
め
八
月
の
祭
礼

当
時
の
祭
礼
は

旧
暦
の
八
月
十
四
日

に
俄

芸
を
行
っ
た
と
あ
り
。
こ
の
金
子
は
当
時
と

し
て
は
大
金
で
借
金
も
し
た
と
思
わ
れ
る
。



色目やまの狭間の彫り物

彫師：佐竹民弥　町文化財指定　昭和４７．１１．９

そ
の
後
毎
月
八
文
宛
集
め
た
こ
と
も
、
こ
の
文
書
に
書
か
れ
て
い
る
。

又
こ
の
集
金
は
文
化
十
一
年
に
及
ん
だ
こ
と
が
瀬
古
年
行
司
の
帳
面
に

の
っ
て
い
る
。

購
入
し
た
や
ま
は
垂
井
宿
の
何
れ
の
や
ま
と
も
、
は
っ
き
り
載
っ
て
い
な
い

が
、
そ
れ
は
西
町
の
や
ま
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
西
町
の
や
ま
攀
鱗
閣
は

文
化
五
年
に
関
ケ
原
山
中
の
藤
井
太
兵
衛
が
新
造
し
て
い
る
こ
と
が
垂

井
町
の
郷
土
史
家
の
調
査
に
よ
り
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

色
目
や
ま
の
新
造
、
さ
て
こ
の
よ
う
に
し
て
得
た
や
ま
も
年
を
経
て
だ
ん

だ
ん
腐
朽
し
新
造
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
色
目
の
蓮
沢
寺
の
改

築
後
、
嘉
永
六
年
頃
に
や
ま
蔵
を
造
り
、
続
い
て
安
政
二
年
頃
に
や
ま
を
新

造
し
た
。
大
工
は
、
江
州
藤
川
村
の
蔵
之
助
で
三
年
間
蓮
沢
寺
の
前
に

住
込
み
こ
の
三
つ
の
大
き
な
仕
事
を
し
た
と
伝
え
る
。
又
や
ま
の
狭
間
の

彫
り
物
は
佐
竹
民
蔵
（
民
弥
と
も
云
う
）
が
安
政
三
年
に
完
成
さ
せ
て
い

る
。
民
弥
は
、
こ
の
頃
の
立
派
な
彫
師
で
、
こ
の
や
ま
の
彫
り
物
は
昭
和

四
十
七
年
に
町
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
柱
等
の
漆
塗
は
明

治
初
年
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
長
い
年
月
か
ゝ
つ
て
今
日
の
よ
う
な

立
派
な
や
ま
に
完
成
さ
せ
た
。

（
２
１
頁
写
真
参
照
）

２１



井
畑
や
ま

（
万
歳
閣
）

色
目
や
ま
購
入
の
時
の
古
文
書
に
よ
る
と
、
堤
を
借
り
受
け
大
豆
を
植

え
、
金
参
両
の
金
を
得
て
各
瀬
古
へ
壱
両
宛
分
け
や
ま
購
入
の
資
金
と
し

て
い
る
。
又
色
目
は
総
瀬
古
寄
合
い
や
ま
を
求
め
る
相
談
が
相
成
っ
て
、

万歳閣（井畑やま）
昭和３０．１０　子供歌舞伎

奥州安達ヶ原三段目　袖萩祭文の段

所
在
地
　
室
原
五
五
九
番
地

所
有
者
　
室
原
井
畑
瀬
古

高
さ
六
・
五
ｍ
　
間
口
　
四
・
一
ｍ
　
奥
行
六
・
五
ｍ

直
ち
に
垂
井
宿
へ
購
入
に
出
掛
け
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
室
原

の
や
ま
三
輛
は
、
色
目
の
文
化
五
年
八
月
に
求
め
た
の
を
初
め
に
順
次
求

め
三
瀬
古
と
も
揃
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
井
畑
や
ま
に
つ
い
て
は
、

や
ま
の
赤
い
幕
に
楷
書
で
次
の
よ
う
に
記
し
て

あ
る
。

井
畑
や
ま
　
万
歳
閣

宝
暦
三
癸
酉
八
月
吉
旦

西
濃
不
破
郡
室
原
村
本
郷
井
畑

氏
子
右
再
建
暫
中
絶
及

大
破
時
文
政
九
年
丙
戌
八
月
新
求
之

こ
の
幕
の
字
は
、
何
年
頃
、
誰
が
書
い
た

か
わ
か
ら
な
い
し
、
又
意
味
も
判
断
し
に
く

い
点
が
あ
る
が
文
政
九
年
に
新
た
に
求
め
た

と
云
う
事
は
、
垂
井
宿
の
中
町
の
や
ま
で
は
な

２２
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い
か
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
垂
井
東
町
の
や
ま
は
宝
暦

五
年
二
月
の
垂
井
宿
の
大
火
事
で
焼
け
て
い
る
し
、
又
西
町
の
や
ま
は
既

に
色
目
が
購
入
し
て
い
る
の
で
残
る
の
は
中
町
の
や
ま
で
あ
っ
て
、
こ
れ

は
、
文
政
の
頃
に
新
造
し
た
も
の
だ
と
地
元
民
が
稱
し
て
い
る
こ
と
か

ら
旧
の
や
ま
が
譲
渡
さ
れ
、
そ
れ
を
文
政
九
年
に
井
畑
瀬
古
連
中
が
購
入

し
た
こ
と
署
間
違
い
な
い
。

尚
、
こ
れ
に
更
に
裏
づ
け
と
な
る
よ
う
な
こ
と
を
、
も
う
一
つ
付
加

え
て
お
こ
う
、
そ
れ
は
、
現
在
の
や
ま
蔵
は
明
治
四
十
一
年
九
月
に
改
築

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
入
口
の
柱
に
や
ま
蔵
の
建
立
文
政
十
二
年
と
墨
書

し
て
あ
る
。
こ
れ
は
改
築
さ
れ
た
以
前
の
古
い
や
ま
蔵
が
建
っ
た
年
号
で

あ
ろ
う
、
そ
れ
は
、
丁
度
や
ま
を
求
め
た
年
よ
り
年
代
が
二
、
三
年
遅
れ

て
い
て
当
然
の
よ
う
に
思
え
る
。

や
ま
の
四
枚
折
の
襖
は
、
高
田
の
絵
師
日
比
野
鶴
翁
の
絵
で
、
松
に
黒

い
鳥
、
裏
に
菊
が
描
い
て
あ
る
が
立
派
な
も
の
で
昭
和
四
十
七
年
に
町

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
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東
向
や
ま

（
鳳
風
山
）

東
向
や
ま
の
初
め
は
、
左
の
表
題
の
古
文
書
に
よ
っ
て
、

天
保
十
二
年

錺

山

残

金

奉

加

帳

丑
三
月
吉
日
　
　
　
東
向
惣
連
中

新
た
に
求
め
た
の
は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
年
）
頃
と
推
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
購
入
先
は
、
江
州
の
醒
ヶ
井
と
古
老
達
は
伝
え
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
の
や
ま
は
大
き
く
曳
く
の
が
難
儀
で
人
々
の
助
け
を
得
て
や
っ

と
ひ
い
た
と
云
う
話
が
残
っ
て
い
る
。
大
正
十
年
九
月
二
十
七
日
の
台

風
に
よ
っ
て
や
ま
蔵
が
倒
壊
し
た
。
こ
れ
と
や
ま
も
も
ろ
と
も
に
こ
わ
れ
た
。

地
区
民
一
同
途
方
に
暮
れ
て
い
る
時
、
丁
度
そ
の
年
に
赤
坂
町
東
町
の

や
ま
が
或
る
事
情
に
よ
っ
て
譲
渡
さ
れ
る
話
が
伝
わ
っ
た
の
で
、
早
速
出

所
在
地
　
室
原
六
一
四
番
地

所
有
者
　
室
原
東
向
瀬
古

高
さ
七
・
二
ｍ
　
間
口
三
・
六
三
ｍ
　
奥
行
六
・
二
ｍ

向
い
て
、
譲
り
受
け
た
。
こ
わ
れ
た
や
ま
の
上
部
の
ち
ん
は
健
全
で
あ
っ

た
の
で
購
入
し
た
や
ま
に
合
せ
組
立
て
た
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時

の
大
工
は
表
佐
の
高
木
儀
作
で
あ
っ
た
。
尚
、
や
ま
蔵
は
同
十
四
年
に
大

工
用
地
新
松
に
よ
っ
て
改
築
し
た
。

以
上
室
原
の
三
輛
の
や
ま
は
、
文
化
五
年
の
色
目
や
ま
を
始
め
逐
次
整
備

さ
れ
た
が
、
当
時
の
室
原
村
の
戸
数
は
約
一
七
〇
戸
で
あ
っ
た
。
こ
れ

が
三
瀬
古
に
分
れ
三
輛
の
や
ま
を
整
備
し
た
こ
と
は
、
並
大
抵
の
こ
と
で

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
三
輛
の
や
ま
は
、
芸
や
ま
で
あ
っ
て
、

豊
作
の
年
は
、
三
輛
が
子
供
歌
舞
伎
の
上
演
を
競
っ
て
秋
の
実
り
の
祭

は
い
や
が
う
え
に
も
盛
り
上
る
の
で
あ
る
。



鳳風山（東向やま）
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２６

祭
と
曳
や
ま
の
光
景

三輛を熊野神社拝殿前へ引込んだ光景。

室
原
氏
神
熊
野
神
社
の
例
祭
は
、
今
は
十
月
五
日
で
あ

る
が
、
祭
が
ち
か
づ
く
と
十
日
ぐ
ら
い
前
か
ら
各
瀬
古
で

は
、
青
年
（
昔
は
若
連
中
と
稱
し
た
）
が
横
笛
を
稽
古
し
て
、

そ
の
音
色
は
夜
々
村
中
に
響
き
渡
っ
て
祭
の
氣
運
が
次
第

に
盛
り
あ
が
っ
て
く
る
。
や
ま
は
総
て
青
年
が
世
話
を
す
る

の
で
あ
る
。
祭
当
日
は
朝
、
や
ま
蔵
か
ら
曳
き
出
し
、
各
瀬

古
の
畧
中
心
に
あ
る
大
神
宮
様
の
灯
明
の
広
場
に
置
く
、

青
年
は
そ
こ
で
お
囃
を
し
て
時
を
過
ご
す
。
こ
の
や
ま
の
曳

き
手
は
、
夫
々
瀬
古
の
男
子
全
員
で
、
一
や
ま
に
五
、
六
十

人
宛
が
こ
れ
に
当
る
の
で
あ
る
。
青
年
は
全
員
十
数
名
が

や
ま
に
あ
っ
て
、
お
囃
と
や
ま
の
世
話
を
す
る
。
一
番
年
長
の

青
年
二
人
は
後
見
人
と
稱
し
て
黒
の
紋
付
に
羽
織
袴
で
や
ま

の
正
面
に
坐
る
の
で
あ
る
。
各
瀬
古
の
灯
明
前
に
あ
る
や
ま

を
氏
神
様
へ
曳
込
み
の
時
刻
や
順
序
は
、
各
瀬
古
の
年
行

司

一
瀬
古
に

五
・
六
人

が
相
談
し
連
絡
し
て
き
め
る
。
こ
れ
に
は
大



当
番
と
稱
し
て
、
三
瀬
古
が
交
代
し
て
当
る
が
、
大
当
番

に
当
っ
た
瀬
古
の
や
ま
は
一
番
や
ま
と
な
っ
て
リ
ー
ド
役
に
な

る
の
で
あ
る
。
神
様
の
式
典
が
十
四
時
に
始
ま
る
と
そ
れ

に
合
せ
て
、
十
三
時
半
頃
に
お
宮
の
境
内
の
入
口
の
前
の

三
叉
路
に
三
輪
が
顔
を
合
せ
、
各
や
ま
の
紋
付
羽
織
袴
の
二

人
宛
の
三
組
都
合
六
人
の
後
見
人
が
礼
儀
正
し
く
、
挨
拶

し
て
、
そ
れ
が
終
る
と
お
も
む
ろ
に
、
一
番
か
ら
境
内
へ

曳
き
込
み
、
拝
殿
正
面
二
〇
米
位
前
の
位
置
に
向
っ
て
左

が
一
番
や
ま
、
中
に
二
番
や
ま
、
右
に
三
番
や
ま
の
三
輛
が
並
ぶ
（

そ
れ
か
ら
後
見
人
が
揃
っ
て
神
前
に
神
酒
を
供
え
る
と
祭

の
式
が
始
ま
る
。

繰
込
。
大
豊
作
の
年
に
は
、
豊
年
を
祝
っ
て
や
ま
芸
を
行
な

う
が
、
こ
の
時
は
や
ま
を
神
前
に
曳
き
込
ん
だ
後
で
盛
大
な

繰
り
込
み
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
行
列
の
順
序
や
持
ち
物
は

挿
絵
の
様
で
あ
る
。

室原熊野神社祭
子供歌舞伎を行う時のやまを曳込んだ後の練込。
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帰
り
や
ま
。
神
前
の
や
ま
の
曳
き
出
し
は
、
や
は
り
一
番
や
ま

を
先
頭
と
す
る
が
、
だ
い
た
い
二
十
時
頃
に
各
や
ま
に
一
斉

に
献
灯
し
、
お
囃
を
始
め
る
。
叉
こ
れ
と
別
に
、
三
瀬
古

が
境
内
の
三
や
ま
の
前
に
細
引
き
を
張
っ
て
用
意
し
た
百
八

白
丸
灯
篭
に
献
灯
し
（
下
写
真
）
そ
れ
で
提
灯
破
り
と
云
う

行
事
を
行
っ
て
丁
度
二
十
一
時
頃
に
な
る
・
そ
の
瞰
お
囃

も
最
高
潮
と
な
っ
て
、
愈
々
や
ま
を
曳
き
出
す
の
で
あ
る
。

曳
き
込
み
の
時
挨
拶
し
た
位
置
ま
で
戻
り
、
其
処
で
前
と

同
様
に
挨
拶
を
交
わ
し
て
、
三
瀬
古
夫
々
、
曳
き
別
れ
て

自
分
達
の
瀬
古
灯
明
の
も
と
へ
帰
る
。
時
刻
は
畧
二
十
二

時
頃
と
な
り
、
青
年
は
お
囃
も
終
え
て
、
や
ま
に
泊
り
番
を

す
る
、
そ
し
て
後
宴
の
日
を
待
つ
。
後
宴
の
日
は
、
お
囃

を
し
て
二
十
一
時
頃
に
や
ま
蔵
へ
曳
き
込
み
、
祭
は
、
こ
れ

で
全
く
終
る
の
で
あ
る
。

祭
と
や
ま
芸
（
子
ど
も
歌
舞
伎
）
色
目
や
ま
が
文
化
五
年
に
求

め
ら
れ
、
そ
の
祝
に
そ
の
年
に
俄
芸
を
行
っ
た
こ
と
史
料

に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
叉
そ
の
後
も
弘
化
三
年
（
一

八
四
六
年
）
　
に
三
輛
中
の
一
輛
が
子
ど
も
踊
り
を
行
う
次

夜影（氏神境内）

右：色目やま　中‥井畑やま　左：東向やま　十月五日祭



神社の境内に入る時、帰る時、三輛の代表者が軸からおりて一カ所に集
り、挨拶をする光景。

は
色
目
の
年
行
司
記
録
に
よ
れ
ば
、
安
政
三
年
（
一
八
五

六
年
）
　
に
新
造
の
や
ま
で
、
踊
り
を
し
た
事
が
記
録
さ
れ
て

い
る
、
そ
の
時
の
練
り
は
「
伊
勢
道
中
　
竹
山
」
と
明
記
し

て
あ
る
。
こ
の
時
の
古
文
書
は
三
輛
と
も
行
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
．
叉
同
じ
く
安
政
六
年
（
一
八
五
九
年
）
に
も
踊

り
入
用
覚
が
き
が
あ
る
。
こ
の
外
に
も
豊
年
に
踊
り
を
し

て
い
る
こ
と
は
、
色
目
瀬
古
の
年
行
司
の
申
送
帳
面
に
有

る
。
宝
暦
十
一
年
か
ら
の
年
行
司
記
録
を
読
ん
で
い
る
と

わ
か
る
。
大
正
五
年
か
ら
は
、
豊
年
の
年
に
子
ど
も
歌
舞

伎
を
行
っ
た
記
録
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
一
覧
表
に

し
て
、
芸
題
・
役
者
名
・
年
代
を
明
ら
か
に
す
る
。
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室
原
熊
野
神
社
祭
礼
や
ま
芸
（
子
供
歌
舞
伎
）
最
近
の
奉
納
状
況

昭
和

一
一

一
〇

・
五

昭
和
三

一
〇

・
五

大
正

一
五

一
〇

・
五

大
正
九

一
〇

・
五

大
正
六

一
〇

・
五

大
正
五

一
一
・
二

年

次

川
地

一
美
、

高

木

正

雄
、

忠
臣
講
釈
土
佐
の

高

木

專

三
、

大

矢

清
、

一
之
谷
嫩
軍
記
三
段
目
熊
谷
陣
屋
の
段

川

地

利

一
、

川

地

岩

造
、

近
江
源
氏
先
陣
舘
の
段

清
水

静

男
、

高

木

正
之
、

扇
矢
熊
谷
陣
屋
の
段

川

地

周

治

堀

三

郎
、

恋
女
房
染
分
た
ず
な
馬
方
三
音
子
別
の
段

高
木
育
太
郎

高

木

文
吾
、

川
地
文
五
郎
、

源
平
盛
衰
記
日
向
島
子
別
の
段

芸

題

色

目

川

地

勇
、

川

地

義

治
、

段 村

上

重

雄
、

佐

竹

正

樹
、

三

輪

四
郎
、

高

木

領

一
、

川

地

数

之

川

地

二
郎
、

高

木

和

吉
、

高

木

藤

一
、

高

木

武

夫
、

た
く
べ
い

鹿
間

役

者

名

臥

龍

閣

住
家
の
段

古

川

栄

作

高

木

三

之

川

地

文

助

川

地

新

作

川

地

定

吉

高

木

真

一

川

地

次
郎

佐

竹

仁

作

高

木

俊

吉

川
地
徳
次
郎

長

沢

弘
、

三
輪

新

六
、

桶
狭
間
の
合
戦

佐
久
間
与

一
、

伊

藤

政

雄
、

一
之
谷
嫩
軍
記
二
段
目
須
磨
の
浦
の
段

高

田

俊

衛

佐
久
間
朝
吉
、

長

沢

四
郎
、

義
経
千
本
櫻
川
連
法
眼
舘
の
段

田

中

五

男
、

近

藤

源

吾
、

正
清
本
城
の
段

田

中

清

一
、

伊
藤
角
次
郎
、

鎌
倉
三
代
記
三
浦
之
助
舘
の
段

伊
藤
彦
次
郎
、

伊
藤
角
次
郎
、

奥
州
安
達
ヶ
原
三
段
目
袖
萩
祭
文
の
段

芸

題

東

向

田
中

清
、

青

木

正

六
、

長

沢

数

男

近

藤

力

男
、

青

木

清
、

近

藤

源
市
、

青

木

隆

夫
、

田

中

由

之
、

佐
久
間
武
市

伊
藤
彦
次
郎
、

田
中
三
佐
吉

近

藤

文

吾
、

役

者

名

鳳

凰

山

田
中

兵

一

高

田

初

二

田

中

好

美

吉

田

敏

夫

高

木

忠

八

高

木

秀

夫

田
中

敬

一

田

中

米

吉

川

地

庄

市

多
和
田
久
雄
、

川
地
源
三
郎
、

勢
州
阿
漕
浦
平
治
住
家
の
段

大

矢

武

夫
、

高

木

春

吉
、

一
之
谷
嫩
軍
記
流
し
の
枝
の
段

横

田

長

次
、

高

木

字

七
、

源
平
染
分
牡
丹
畑
景
清
六
代
君
の
段

宮
川
梅
太
郎
、

清
水
徳
右
衛
門
、

絵
本
太
閤
記
十
段
目
尼
崎
の
段

旧

井

孝

造

川
地
文
五
郎
、

神
霊
矢
口
の
渡
し
頓
平
衡
舘
の
段

旧

井

孝

造

川

地

俊

造
、

源
平
盛
衰
記
三
島
お
せ
ん
舘
の
段

芸

題

井

畑

横

田

求

谷

信
、

谷

万

三
、

川
地
喜
代

一
、

清
水
喜
代

一

青

木

忠

三
、

田
中

安

衛
、

高
木
育
次
郎
、

川
地

庄

市
、

川
地

光

造

役

者

名

万

歳

閣

高

木

肇

広

瀬

重

毅

長

沢

弥

六

堀

七

郎

岩

田

正

直

川

地

東

一

川

地

利

七



昭
和
三
七

一
〇

・
五

昭
和
三
五

一
〇

・
五

昭
和
三
三

昭
和
三

一

四

・
初
旬

昭
和
三
〇

一
〇

・
五

高

木

敏

行

④
、

阿
波
の
鳴
戸
巡
礼
唄
の
段

一

で
一
回
宛
三

で
行
っ
た

④
は
小
学
校
学
年

青

木

富

雄
、

忠
臣
蔵
七
段
目

一
カ
茶
屋
の
段

祭
で
あ
る
が

一
つ
で
あ
る
た
め
公
民
館
で
行
っ
た
。

高

木

善

市
、

堀
川
夜
討
辨
慶
上
司
の
段

川
地

道

夫
、

鎌
倉
三
代
記
三
浦
之
助
舘
の
段

文
楽
歌
舞
伎
人
形

町
文
化
財
指
定
記
念

室
原
子
供
で
実
施

振
付

堀

梅

玉
、

女
中

川

地

隆

⑪
、

由
良
之
助

青

木

三
郎

⑫
、

忠
臣
蔵
七
段
目

一
カ
茶
屋
の
段

振
付

堀

梅

玉
、

六
歳

青

木

忠

之

⑪
、

神
霊
矢
口
の
渡
し
頓
平
衡
舘
の
段

⑪
は
年
令

養
老
町
合
併

祝
賀

室
原
余
興

芸
（子
供
歌
舞
伎
）ト
ラ
ッ
ク
で
高
田
町
へ
行
き
行

う

三
味
線

伊

吹

甚

蔵

太
夫

豊
竹
美
玉
太
夫

三
役

振
付

大
谷
友
之
助

八
郎

佐
久
間

勇
、

静

長

沢

照

夫
、

義
経

青

木

四

郎
、

義
経
千
本
櫻
川
連
法
眼
舘
の
段

佐

竹

清
、

川

地

道

夫
、

川

地

義

和
、

川
地

竹

司

⑥
、

太
夫

多
和
田
九
太
夫
、

太
夫

青

木

声

玉
、

忠
信

高

木

勝

二

六
郎

高

木

敏

二

孤
忠
信

高

木

勝

力
弥

川

地

利

彦

⑩

お
舟

青

木

一
⑪
、

田
中
信

一
郎
、

高

田

幸

男
、

高

木

善

市
、

お
か
る

高

木

勝

二

⑪
、

川

地

定

男

⑤
、

三
味
線

堀

梅

玉

高

田

徹

三
味
線

堀

梅

玉

伊

藤

明

人
、

三

輪

賢

一
、

三
味
線

豊
沢
門
三
郎

太
夫

青

木

声

玉

三
役

振
付

沢
村
訥
茂
丸

義
経

伊

藤

孝

一
、

弥
陀
六

伊

藤

郁

雄
、

熊
谷

西

脇

寛

樹
、

一
之
谷
嫩
軍
記
三
段
目
熊
谷
陣
屋
の
段

頓
平
衡

川

地

政

宣

⑫
、

高

木

元

氣

⑥
、

平
衛
門

川

地

孝

⑫
、

川

地

等
、

高

田

徹
、

軍
次

高

田

幸

男

相
模

近

藤

敏

秋

田
中

頼

彦

③
、

藤
の
局

青

木

一

川

地

正
樹

伊

藤

祝

男

う
て
な

川

地

隆

⑪
、

か
ん
崎

清

水

波

夫

⑪
、

田

中

富

芳

④ 三
味
線

堀

梅

玉

太
夫

多
和
田
九
太
夫

三
役

振
付

堀

梅

玉

浜
勇

安

福

五
郎
、

お
君

大

矢

賢
治
、

三
番
双

広

瀬

泉
、

奥
州
安
達
ヶ
原
三
段
目
袖
萩
祭
文
の
段

義
み
ね

川
地

常

雄

風
間

長

沢

文

次
⑫

義
経

広

瀬

泉

謙
杖

川

地

常

雄

袖
萩

川

地

隆

３１



「
や
ま
」
　
の
字
に
つ
い
て

現
今
、
当
地
方
で
は
「
や
ま
」
を
や
ま
と
読
ん
で
、
こ
の
字
が
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
冊
子

も
こ
の
字
を
使
う
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
辞
書
に
は
「
山
車
」
を
だ
し
と
読
ん
で
出
て
い
る
が
「
や
ま
」
は
見
当
ら
な

い
。
そ
し
て
山
車
の
意
味
は
祭
に
車
の
上
に
色
々
の
飾
り
物
を
し
て
お
囃
子
し
な
が
ら
曳
き
歩
く
も
の
と
あ
る
。

又
江
戸
期
の
古
文
書
を
見
て
も
殆
ど
こ
の
山
車
が
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
つ
の
間
に
か
こ
の
地
方
で
は
車

に
山
が
く
っ
つ
い
た
「
や
ま
」
と
云
う
字
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
又
当
地
で
は
だ
し
と
云
う
言
葉
よ
り
、
や
ま

と
か
曳
き
や
ま
と
い
う
言
葉
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
辞
書
に
な
く
と
も
「
や
ま
」
と
云
う
字
が
我
々
に

ぴ
っ
た
り
し
て
か
こ
の
字
が
自
然
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
つ
い
で
に
こ
こ
で
や

ま
に
つ
い
て
色
々
の
例
を
二
、
三
挙
げ
て
み
よ
う
。

文
化
五
年
の
室
原
の
古
文
書
に
「
祀
楼
」
又
同
文
中
に
「
山
」
が
出
て
く
る
。
嘉
永
二
年
に
「
や
ま
」
を
使
っ
た
古
文
書

も
本
誌
六
頁
に
載
っ
て
い
る
。

山
車
の
一
種
の
「
山
鉾
」
は
台
の
上
に
造
り
物
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
鉾
・
薙
刀
な
ど
が
立
っ
て
い
る
も
の
で
、

京
都
祇
園
祭
の
山
鉾
は
有
名
で
あ
る
。

だ
ん
じ
り
（
壇
尻
・
楽
車
・
山
車
）
祭
礼
の
曳
物
の
一
種
で
車
上
に
山
・
人
物
・
草
木
・
動
物
等
を
飾
り
立
て
囃

子
を
行
い
曳
き
歩
く
も
の
で
関
東
で
は
山
車
・
屋
台
な
ど
関
西
で
は
山
と
い
う
。


